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し、オーケストラ機能の多様性をはじめ、音楽劇の本質論にまで広がる重要な契機を含んだ一連の問題を論
じることで、今後の研究への展望を開いた先駆的な成果として評価できる。よって博士の学位を授与するに
値する学術的成果と判断する。 
